












































































があり，1955 年 5 月に始まる北多摩郡砂川町（現立川市北部）での米軍基地拡張反対闘争である
砂川闘争に多数の芸術家や文化人が支援に訪れたこと，また 60 年安保闘争へ向けて北多摩郡武蔵
野町（現武蔵野市）にあった武蔵野美術学校（現武蔵野美術大学）の学生運動など，国鉄（JR）
中央線の沿線で多様な社会運動が高揚していた。同時に 1950 年代は，1950 年 6 月に始まる朝鮮戦












近代美術館 60 周年記念特別展「美術にぶるっ！  ベストセレクション  日本近代美術の 100 年」の
第 2 部として行われた「実験場 1950s」が挙げられる。この第 2 部の図録はないが，論文集が出さ
れた（４）。2015 年には，社会派の美術評論家である針生一郎（1925 ～ 2010）の活動を軸に美術史を
見直す，「わが愛憎の画家たち―針生一郎と戦後美術」が宮城県美術館で開かれ，1950 年代の作
品も多く展示された（５）。桂川寛（1924 ～ 2011），池田龍雄（1928 ～），中村宏（1932 ～）といった，
当時の運動に関わったアヴァンギャルド作家も相次いで展覧会が行われている。また，2011 年 3
月の原発事故以降，核をめぐる表現への関心が高まり，1950 年から発表が始められた丸木位里

















―「記録」の時代』河出書房新社，2010 年 12 月。
（４）　鈴木勝雄・桝田倫広・大谷省吾編『実験場 1950s』東京国立近代美術館，2012 年 10 月。
（５）　宮城県美術館編『わが愛憎の画家たち―針生一郎と戦後美術』図録，宮城県美術館，2015 年 1 月。
（６）　岡村幸宜『《原爆の図》全国巡回―占領下，100 万人が観た！』新宿書房，2015 年 11 月。








































（1892 ～ 1981）や岡本唐貴（1903 ～ 1986）のようにプロレタリア美術運動に専心した作家，ある
いは永井潔（1916 ～ 2008）のように戦後に活動を開始する多くのリアリズム画家とは，やや趣が
異なっている。新海の父は，ベルリンで官学派の彫刻を学び，帝室技芸員も務めた彫刻界の重鎮，




　1968 年，新海覚雄は 63 歳という画家としてこれから円熟が期待される年齢で没してしまったた
め，なかなか美術館で回顧される機会に恵まれなかった。1971 年には，東京国立近代美術館で開
かれた展覧会「近代日本美術における 1930 年」に《老船長》（1932）（図 1）が出品されているが，
これはプロレタリア美術の周辺作家という位置づけであった（９）。1980 年代に入ると板橋区立美術館
に戦前期作品が収蔵されるなど一定の前進はあったが，戦後作品が注目されたのは 1990 年代に
入ってからで，わずかに 1990 年の板橋区立美術館「東京アヴァンギャルドの森 1946 ～ 1956」，




（９）　東京国立近代美術館編『近代日本美術における 1930 年』図録，東京国立近代美術館，1971 年 4 月。
（１０）　板橋区立美術館・尾崎眞人編，Art  in Tokyo, no.2『東京アヴァンギャルドの森 1946 ～ 1956』図録，板橋区
立美術館，1990 年 9 月。名古屋市美術館編『戦後日本のリアリズム 1945 ～ 1960』図録，戦後日本のリアリズム実




































（１１）　東京都現代美術館編『私たちの 90 年 1923 ～ 2013――ふりかえりつつ，前へ』パンフレット，東京都現代美
術館，2012 年 10 月。
（１２）　兵庫県立美術館・広島市現代美術館・読売新聞社・美術館連絡協議会編『1945 年±5 年』図録，兵庫県立美



























　新海覚雄は，1904 年 12 月 2 日，東京市本郷区弥生町（現東京都文京区弥生）で彫刻家・新海竹
太郎の長男として生まれた。1919 年に郁文館中学校を卒業後，川端画学校で藤島武二，太平洋画
会研究所で石井柏亭（1882 ～ 1958）に師事して洋画を学んだ。1921 年，太平洋画会展に初入選し，
会員となる。1925 年，横山潤之助（1903 ～ 1971）らとヴェルム会展を開き，中央美術展に《籠を
持つ婦人像》が入選，以後出品し続けた。1926 年，二科展に初入選，2 年後には絵画と彫刻が同時
入選して注目された。1929 年，内田巌（1900 ～ 1953），吉井淳二（1904 ～ 2004）ら 5 人で鉦人社
を創立した。
　1931 年，鉦人社が発展して新美術家協会となる。1933 年，新海は新美術家協会から新美術団体
連盟展に参加し，《1932 年の記録》，《失業者》（前頁図 3），《老船長》を出品した。1935 年，東京
市淀橋区下落合（現新宿区中井付近）に移る。1936 年，岡本唐貴救済の画友展に出品した。1937
年，帝展改組の影響により二科会を離れる。1937 年，第 1 回一水会展に出品し，その後長年発表
する。1938 年，朝鮮，満洲，北支を 3 か月にわたり，海外視察旅行した。1940 年，一水会会員と
なる。父親の郷里である山形で個展を開いた。1942 年，東京市杉並区天沼（現杉並区本天沼）に
転居する。1943 年，第 2 回大東亜戦争美術展で《貯蓄報国》が美術報国会賞を受賞した。












1952 年，第 6 回日本アンデパンダン展，第 14 回一水会展に《独立はしたが》を発表した。
　1953 年，日本美術会事務局長に選出され，同会の箕田源二郎（1918 ～ 2000）とともに内灘闘争









する。1961 年，モスクワ・国立東洋美術館（全ソ美術家同盟会館の記述もある）の第 1 回現代日
本の版画展に出品した。1962 年，モスクワ・国立東洋美術館の現代日本美術大展覧会に，《構内デ
モ》，《独立はしたが》の 2 点を出品した。1963 年，東ドイツ，ルーマニア，インドネシアで開催




版画二人展を開いた。1966 年，モスクワ・国立東洋美術館で，朝倉摂（1922 ～ 2014），佐藤忠良
（1912 ～ 2011），丸木位里，赤松俊子と日本人美術家五人展が開かれ，レニングラード，トビリシ，
エレワンなどを巡回，丸木夫妻とともにソ連を訪問した。1968 年，丸木位里，赤松俊子，田中路







の主題からも明白である。『東京パック』1933 年 1 月号には，《暮れの街頭スケッチ》という街頭
を行き交う人々の貧富の差を見つめるような挿絵も載せている。





































































　1955 年 7 月，総評とつながりの深い文化人・知識人を中心として，国民文化会議が結成された
ときも，新海は発起人の一人であった。他に画家では，中谷泰（1909 ～ 1993），硲伊之助（1895
～ 1977），美術評論家では，植村鷹千代，富永惣一（1902 ～ 1980）が名を連ねる。国民文化会議
は，平和と民主主義，自由と進歩のために「文化専門家が，国民全体と結びつく」ことをめざした
文化運動であるが，このとき新海は名実ともに日本を代表する民主的画家として知られていた（１５）。
















































































　1960 年代半ば，《全国一律 15,000 円の最低賃金を確立しよう！》（前頁図 7），《アメリカのベト
ナム侵略にストライキで抗議しよう！》（巻頭 2 ページ目に掲載）など，総評本部のポスターを引
き続き制作しており，総評との関係は維持されていた。原水爆禁止を訴えるリトグラフを多数制作
し，原水禁運動の発展に期待をしていた新海は，運動の分裂をどのように見ていたであろうか。
《真の独立を闘いとろう》は，1964 年に発表した後も，加筆・修正が続けられた。戦後民主化の息
吹とともに大きく発展してきた日本の社会運動は，大きな試練に直面していたのだ。それでもな
お，日本における社会主義リアリズムの可能性を信じ，探究を続けた新海の勇気ある挑戦とともに
深い苦悩をも，同じ作品に感じざるを得ないのである。
おわりに
　美術の歴史を語るとき，残された作品をもとに考えるため，美術史はどうしても様式変遷の歴史
になりやすい。そのため，美術家が社会へどう関わったのかという側面は，見過ごされがちであ
る。様式史にとらわれている限り，一見凡庸と思われがちな写実的リアリストの新海覚雄のような
画家は忘却されてしまいやすい。しかし，近代以降の歴史をふりかえるとき，社会運動に関わった
美術家の果たした役割は決して小さくはない。そうした社会との関係から，美術史全体をとらえ直
す必要性を筆者は長年感じてきた。新海覚雄の仕事は，絵画表現としての力量をもつとともに，
人々が生きた時代のエートスをしっかりと伝えてくれている。この社会的な画家の業績にもっと光
が当てられることを願ってやまない。
　なお，新海覚雄を調査する上で，ご子息である新海尭氏にはお世話になった。ご遺族の，長年に
わたる作品の管理，資料収集の努力が果たした役割は大きいものがある。また先行して調査してい
た東京都現代美術館の藤井亜紀氏，板橋区立美術館の弘中智子氏をはじめ，何人もの方々にご教示
いただいた。この場を借りて感謝を申し上げたい。
  （たけい・としふみ　府中市美術館学芸員）　
